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南が丘通信 

教育目標 
進んで学び深く考え、積極的に行動する人 
思いやりの心を持ち、互いに協力する人 
心身ともに健康で、創造力のある人 

志 
校長 宮田 健史 

 

 明けまして、おめでとうございます。 静かに新年を迎えられたことを、うれしく感じています。 

 さて、昨年７月に新紙幣が発行されました。２０年ぶりです。理科を教えていた私は、１０００円

札の肖像が、野口英世博士から北里柴三郎（きたさと しばさぶろう）博士（以下、北里先生）へと、

科学に関わる人物に引き継がれたことを、うれしく思っています。 

 北里先生は、破傷風菌の純粋培養やペスト菌の発見、破傷風の予防・治療方法を開発するなどの功

績を挙げられた医学者・細菌学者です。国際的な評価も高く、第１回ノーベル賞医学生理学部門の

「血清療法」を受賞者ベーリング博士と共同研究していました。 

 私は北里先生の名を聞くと、３０年以上前に読んだマンガの１シーンを思い出します。それは、北

里先生が、寄付などを元に建てた私的な研究施設（伝染病研究所）を、時の権力者や医学界内の勢力

の争いで奪い取られる事件（伝研騒動）に巻き込まれた時のカットです。北里先生が、友達に気持ち

を漏らした言葉です。もちろんマンガですから、北里先生の言葉ではありませんが。 

「知識の風を受けて、志高く舞い上がるのが科学者ではなかったのか。」 

 医学者なのに病気や患者に立ち向かわず、権力争いに明け暮れる仲間たちに向けて、それに巻き込

まれる悔しさと苛立ちから自分を失いかけていた自身に向けて、吐いた言葉と捉えました。「おまえ

は誰だ。何に、なりたいんだ。」と、心からの訴えと感じました。そして、この「志」の文字が、目

に飛び込んできました。自分の教員としての「志」は？ と、しばし時を止めた覚えがあります。 

 「志」は個人的な何かを達成するだけでなく、社会に影響を与える意味が強くなります。今年の3 年

生の書き初めの題は「志を遂げる」でした。これには、目先の進路を決めるだけでなく、未来の日本

や世界をより平和により暮らしやすくしてほしいとの大きな願いが 

込められていると思います。 

 本校では、「キャリア教育」を軸に、学校行事等を通して生徒が 

自律できる力を高めようと、校内研修を進めています。試行錯誤を 

重ねている状況ですが、昨年末の三者面談でお渡しした AiGrow の 

取組もその一つです。キャリア教育では、どんな人になろうか、 

どんな社会を創るために活躍しようか、自分のあり方なども考える 

ように働きかけています。 

 校舎の壁画（Dreams Come True の文字）には、夢の大切さが 

記されています。生徒には夢だけでなく、「志」も抱いて活動して 

ほしいと願っています。 

 本年も、どうぞよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●笑顔と学びの体験活動プロジェクト●～他者理解・共生社会を学ぶ～ 
 ２学期も残り数日を数える１２月２０日（金）に、東京都教育委員会の「笑顔と学びの体験活動
プロジェクト」でパラアスリートの上村知佳選手、福島正選手をお迎えしました。全校生徒が見守
る中、各クラスの代表生徒は車いすの操作を、バスケットボール部は車いすバスケットボールの模
擬試合を体験しました。通常見かけるものとは違う競技用の車いすの操作体験。普段は走り回って
いるバスケ部が、この日だけは足を使わずに競技する姿。実際に体験した生徒はもちろん、その様
子を見学している生徒も、普段は触れることのない車いすの特性に気が付くことができました。 
 体験の後には上村選手からご自身の生い立ちや経験を含めた講話をいただきました。事後のアン
ケートからは「『障害があるから…』という私の捉え方は、本当にその人のことをよく知った上で
の見方だったのか考えさせられた」「できることを探すことで、ネガティブだった考えがポジティ
ブな思考に変わったと聞いて、自分が困った時でも、諦めずにできることを探せばポジティブにな
れるきっかけができると感じた」などと、全校生徒が上村選手のお話を真摯に受け止め、自分の生
き方を振り返り、考えを深めることができました。 

 ◆感染症にご注意ください◆ 
 全国的にインフルエンザの流行が拡大していま
す。練馬区内でも年末にインフルエンザの流行警
報が HP 上で出されました。３年生の受験、２年
生・Ｅ組のスキー移動教室等、この３学期にも
様々な活動が控えています。校内ではうがいや手
洗い、換気などの予防を心がけています。十分な
食事や休養を取り、規則正しい生活で感染症を防
げるよう、ご家庭でもぜひご留意ください。 
 なお、生徒の状況を把握するためにも、欠席や
遅刻の連絡は必ず欠かさぬようご協力ください。
新年度への準備期間でもある３学期、南が丘中を
取り巻く皆さんが元気で過ごせるよう願います。 

●３年生、頑張れ！● 
 １月に入り、いよいよ３年生は自分の進路を
決めるための受験期に入ります。１２月の生徒
会朝礼では、１・２年生の寄せ書きを集めた特
大のお守りが３年生へ渡されました。体調管理
にもしっかりと気を付けながら、これまで積み
重ねた力を十分に発揮して欲しいと思います。 


